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高齢者の福祉　～在宅生活の支援が必要な方に～ 

 

○「食」の自立支援事業【配食サービス】 

　単身世帯や高齢者世帯等の方が健康で自立した生活を送ることができるよう、

自立支援に向けて心身状態や生活環境等に合わせた食関連サービスを調整し、必

要に応じ配食サービスを利用できるように支援します。 

実 施 事 業 所：ＮＰＯ法人かたくりの会 

利 用 料 金：１食　３５０円(平日のみ週５回まで) 

内　　　　　　容：お昼の弁当を届けて栄養面の不安を解消し、安否確認も行います。 

利 用 手 続： 

申　　請　福祉課地域包括ケア係に申請してください。 

　　　↓　　 

　　　　　　　調　　査　町の職員がご自宅を訪問し、心身状態等を調査します。 

↓ 

　　　　　　　利用決定　調査結果をもとに、利用の可否を決定し通知します。 

↓ 

　　　　　　　利用開始 

【問い合わせ先】　 

 

 

○介護機器貸付事業（社会福祉協議会） 

　高畠町社会福祉協議会では、高齢者や重度障がい児・者の方が、在宅で過ごされ

る時必要な介護機器の無料貸出を行っています。 

① 車椅子 

　　日常生活で車椅子が必要な方にお貸しします。 

　　貸与期間：１２ヶ月です。再度申請すれば継続してお貸しします。 

② 介護テーブル 

　　起居不自由な方の負担を軽減するために、介護テーブルをお貸しします。 

　　貸与期間：１２ヶ月です。再度申請すれば継続してお貸しします。 

【問い合わせ先】 

 

 

 

 

 

 福祉課地域包括ケア係 電話　５２－４４９５

 社会福祉協議会 電話　５２－４４８６

 福祉課地域包括ケア係 電話　５２－４４９５



 - 5 - 

〇あんしん見守りネットワーク事業 

　日常生活で健康に不安のある一人暮らしの高齢者や高齢者夫婦世帯を対象に、

気軽に健康や医療の相談、急病等への対応ができる見守り機器を設置します。 

内　容：電話回線を通じて見守り機器を設置し、日常の健康や医療についての相談

や、センターから月１回のお伺い電話を行います。また、家庭内で急病など

の緊急事態になった時、見守り機器の緊急通報ボタンを押すことにより、

あんしんセンターへ通報され協力員等による安否確認や消防署への出動要

請を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利 用 料 金： 

 

 

 

 

 

（税込） 

利 用 手 続：申　　　請　福祉課高齢者支援係に申請してください。 

 　↓　　 

　　　　　　　利用決定　利用の可否を決定し通知します。 

 　↓ 

　　　　　　　利用開始 

【問い合わせ先】 

 福祉課高齢者支援係 電話　５２－４４７８

 利用料（1 ヶ月） 設置料(設置時のみ)

 生 活 保 護 世 帯 　　0 円 　　0 円

 町民税非課税世帯 　275 円 1,100 円

 町 民税 課 税世 帯 　550 円 3,300 円

 所 得税 課 税世 帯 1,100 円 5,500 円
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○単身高齢者等除雪支援金交付事業 

　一人暮らしの高齢者や高齢者夫婦世帯、身体障がい者のみで構成する世帯等で、

親戚・近隣等からの協力を得られず除雪費の支払いが困難な低所得者に対し、冬

期間の安全を図るため除雪費を支給します。 

支 給 金 額：年間３万５千円(上限) 

支 給 要 件：年間収入　単身世帯１２０万円以内、2 人世帯１８０万円以内 

　　　　　　　3 人以上世帯１８０万円に 1 人当たり６０万円を加算した額 

【問い合わせ先】　 

 

〇高齢者補聴器購入費助成事業 

　聴力低下による閉じこもりや認知症を予防し、高齢者の快適な日常生活や社会

参加を支援するため、補聴器購入費の一部を助成します。購入前の申請が必要で

す。 

助成額：補聴器の本体価格の 2 分の１に相当する額（両耳の場合 4 万円、片耳の場

合 2 万円を上限）　※助成は一人１回限り 

対象者：①町内に住所のある満 65 歳以上の方、②市町村民税均等割非課税の方 

　　　　　③障害者総合支援法の補聴器に係る補装具費の支給対象とならない方 

　　　　　④アンケート等への協力に同意していただける方 

　　　　　⑤耳鼻咽喉科医師により、補聴器の装用が必要と診断された方 

　　　　　⑥認定補聴器専門店または認定補聴器技能者が在籍する補聴器販売店で

購入された方 

【問い合わせ先】　 

 

高齢者の福祉　～介護をしている家族の方々に～ 

 

○介護講習会 

　高齢者を介護している家族の身体的・精神的負担の軽減を図るため、介護方法や

介護者の健康づくり等についての教室を開催します。 

【問い合わせ先】 

 

○家族介護者交流事業 

　高齢者を介護している家族のリフレッシュや介護者相互の交流を図ります。 

【問い合わせ先】　 

 福祉課地域福祉係 電話　５２－3564

 福祉課高齢者支援係 電話　５２－４４７８

 福祉課地域包括ケア係 電話　５２－４４９５

 福祉課高齢者支援係 電話　５２－４４７８

 社会福祉協議会 電話　５２－４４８６
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○紙おむつ券給付事業 

　６５歳以上の要介護 1 以上と認定された高齢者で常時おむつが必要な方に、月

額３，５００円分の紙おむつ券を給付します。1 割（３５０円）の自己負担があります。 

支 給 対 象 者：高畠町の介護保険証をお持ちの要介護１以上と認定された６５歳

以上の方で、常時紙おむつを使用している方 

支 給 対 象 外：①特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護医療院、地域密着

型介護老人福祉施設に入所中の方 

　　　　　　　②夜間だけの使用、安心のための着用 

【問い合わせ先】 

 

○防水シーツ贈呈事業 

　在宅で生活されている寝たきり等の方に、防水シーツを毎年１枚差し上げていま

す。 

支 給 対 象 者：介護認定で要介護４または要介護５と認定された方で、 

在宅で暮らしている方 

【問い合わせ先】　 

 

高齢者の福祉　～高齢者のための施設～ 

 

○養護老人ホーム 

　６５歳以上の方で、環境上の理由及び経済的理由により在宅での生活が困難な

方が入所する施設です。 

近隣の施設： 

　　　　　　南陽やすらぎ荘(南陽市) 

　　　　　　星 の 村(米沢市) 

　　　　　　蔵 王 長 寿 園(上山市） 

　　　　　　山 静 寿(山形市)　※目の不自由な方向け 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

 福祉課高齢者支援係 電話　５２－４４７８

 社会福祉協議会 電話　５２－４４８６

 福祉課高齢者支援係 電話　５２－４４７８
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高齢者の福祉　～介護保険～ 

 

○介護保険のしくみ 

　介護保険制度は、４０歳以上の方が加入者（被保険者）となって保険料を出し合い、

介護が必要になったときには、介護サービスを利用できる制度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公　費

保険料

【用語の説明】

●高畠町（保険者）は、一定の要件に該当する方を介護保険に加入してもらい、保険料の徴収などを行うとともに
   保険料収入や国からの負担金等を財源に、介護保険財政の適正な運営を図りながら、保険給付を行います。

●国は、介護保険事業の運営が円滑に行われるよう、サービスが健全に提供されるよう措置を講じます。

●山形県は、介護保険事業の円滑な運営がなされるよう、高畠町に対して援助します。

●加入者（被保険者）とは、介護保険給付が発生した場合に、給付を受ける者をいいます。

●第１号被保険者（６５歳以上の方）とは、加入者（被保険者）であり６５歳以上の方をいいます。

●第２号被保険者（４０歳以上６５歳未満の方）とは、加入者（被保険者）であり４０歳以上６５未満の方で、医療
   保険加入者をいいます。

介護保険制度のしくみ

所得に応じて費用の
7～9割を支払い

12.5%

高畠町

12.5%

山形県

25.0%

国

サービス事業者

○在宅サービス

・訪問介護

○地域密着型サービス

高畠町（保険者）

・通所介護　等

年金からの特別徴収

・老人福祉施設

・老人保健施設　等

第１号被保険者
（65歳以上の方）

加入者（被保険者）

国民健康保険

健康保険組合など
サービスの利用

要介護認定

居住費・食費

所得に応じた1～3割負担

第２号被保険者
（40歳から65歳未満の方）

社会保険診療報酬支払基金
財政安定化基金

・認知症対応型共同生活介護

請　求

23.0% 27.0%

50%

・小規模多機能型居宅介護

○施設サービス

山形県国民健康保険団体連合会

山形県国民健康保険団体連合会

50% ・地域密着型通所介護
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○介護保険料 

　保険料は、介護保険制度を運営していくための大切な財源です。介護が必要とな

ったとき、安心してサービスを受けられるよう、保険料は必ず納めましょう。 

　介護保険の財源は、公費が５０％、保険料が５０％で成り立っています。保険料の

うち２３％が６５歳以上の方が納める保険料です。 

 

●保険料は大切な財源です

　みなさんが納める保険料は、介護保険を運営していくための大切な財源です。

　介護保険のサービスが必要になったとき安心して利用できるよう、保険料は必ず納めましょう。

●介護保険の財源

　財源は公費が５０％、保険料が５０％で成り立っています。

　保険料のうち２３％が６５歳以上のみなさんが納める保険料です。

※令和６年度から令和８年度の割合です。

※保険料の他に介護サービスを利用した場合、サービスの利用者負担（１～3割）があります。

●あなたの保険料は？

１６９，９２０円
第13段階

前年の合計所得金額が

前年の合計所得金額が７２０万円以上の方

【令和６年度から令和８年度までの高畠町の６５歳以上（第１号被保険者）の方の保険料】

本
人
が
住

民
税
課
税

本
人
が
住

民
税
非
課
税

前年の合計所得金額が１２０万円未満の方

第２段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

２１０万円以上３２０万円未満の方

（１，６８２円）

第９段階
前年の合計所得金額が １２０，３６０円
３２０万円以上４２０万円未満の方 （１０，０３０円）

第１段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋

課税年金収入額が８２．６５万円以下

対象者
保険料年額

（月額）

保険
料率

公費
負担

区分

２０，１８０円

３４，３４０円
（２，８６２円）
４８，５００円
（４，０４２円）
６３，７２０円
（５，３１０円）

（１４，１６０円）

７０，８００円
（５，９００円）
８４，９６０円
（７，０８０円）
９２，０４０円
（７，６７０円）
１０６，２００円
（８，８５０円）

生活保護受給者等

住民税課税世帯で、前年の合計所得金額+課税年金

収入額が８２．６５万円以下

世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金受給者

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋

課税年金収入額が８２．６５万円超１２０万円以下

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋

課税年金収入額が１２０万円超
第３段階

基準額×
１．０

第12段階
前年の合計所得金額が １６２，８４０円
６２０万円以上７２０万円未満の方 （１３，５７０円）

基準額×
２．３

第11段階
前年の合計所得金額が １４８，６８０円
５２０万円以上６２０万円未満の方 （１２，３９０円）

基準額×
２．１

第10段階
前年の合計所得金額が １３４，５２０円
４２０万円以上５２０万円未満の方 （１１，２１０円）

１２０万円以上２１０万円未満の方

前年の合計所得金額が
第８段階

住民税課税世帯で、前年の合計所得金額+課税年金

収入額が８２．６５万円超

納めて安心・介護保険料

基準額×
２．４

0.17

0.2

0.005

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

基準額×
１．２

基準額×
１．３

基準額×
１．５

基準額×
１．７

基準額×
１．９

基準額×
０．４５５

基準額×
０．６８５

基準額×
０．６９

基準額×
０．９

６５歳以上の方（第１

号被保険者）の

保険料

23.0%

４０～６５歳未満の

方（第２号被保険者）

の保険料

27.0%

国

25.0%

山形県

12.5%

高畠町

12.5%

介護保険の財源
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○介護サービスを利用するまでの手順 

 

介護が必要になったら、要介護認定を受けて介護サービス・介護予防サービスを利用します。

●要介護・要支援認定申請書 ●介護保険被保険者証
●健康保険被保険者証

性が高い人など

介護保険サービスに

よって、生活機能の維持・

改善を図ることが、適切

な人など

介護保険の対象者には

ならないが、生活機能が

低下している虚弱高齢者

など、将来的にその危険

 メントをする「地域支援事業」を

 実施します。

介護サービス計画の作成

要支援１・２ 要介護１～５ 非該当
介護保険の対象者だが、

要介護状態が軽く、生活

機能が改善する可能性が

高い人など

町が行う
介護予防事業

（地域支援事業）
 町では、要支援、要介護状態に

 ならないよう介護予防を推進し、

 地域でのさまざまな相談、マネジ

介護保険の
介護予防サービス

（予防給付）

介護保険の
介護サービス
（介護給付）

介護サービスを利用するまでの手順

地域包括支援センターで

介護予防サービス計画

を作成

居宅介護支援事業者で

介護サービス計画を作成

必要な場合は、地域

包括支援センターで介護

予防サービス計画を作成

介護認定審査会の審査結果にもとづいて「要支援１・２」「要介護１～５」
「非該当」までの区分に分けて認定され、その結果を通知します。

町の職員などが自宅などを訪問し、心身の状況などについて調査します。
また、本人の主治医に心身の状況について意見書を作成してもらいます。

審査・判定

認定・通知

訪問調査の結果によるコンピュータ判定（一次判定）と医師の意見書
をもとに「介護認定審査会」で審査し、要介護状態区分を判定します。

介護サービスを利用するには、町に申請して要介護認定を受ける必要があります。

介護サービスを利用するまでの流れは以下のようになっています。

主治医がいない人は、町が指定した医師の診断を受けていただきます。

介護サービスの利用を希望する人は高畠町町民課の窓口で
「要介護認定」の申請をしてください。

申請に必要なもの

申　　請

認定調査

１

２

３

４

５

【問い合わせ先】 

 

 福祉課介護保険係 　電話　５２－1288

 地域包括支援センター 　電話　５２－４４９５
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介護予防・日常生活支援総合事業 

介護予防・日常生活支援総合事業とは･･･町主体で行う地域支援事業のひとつ

として６５歳以上の方を対象にその人の状態や必要性にあわせたさまざまなサー

ビスなどを提供する事業です。 

要支援に認定された方や生活機能の低下がみられる人が利用できる介護予防・

生活支援サービス事業と、６５歳以上のすべての方が利用できる一般介護予防事

業を行い、介護予防と日常生活の自立を支援します。 

 

〇介護予防・生活支援サービス事業 

【１】介護予防サービス：『訪問型サービス』と『通所型サービス』があります。 

   対 象 者：①要支援１または２の認定を受けている方 

②基本チェックリスト（問診票）該当者 

※基本チェックリスト（問診票）は町福祉課で行っています。 

 サービスの種類 説　明 内　容

 
訪問型サービス 
（ホームヘルパー）

従来の介護予防訪問介護

と同様のサービス

ホームヘルパー等による身体介護や

生活援助を行います

 
訪問型サービス C

訪問による専門職が行う

短期集中予防サービス

自宅に訪問して行う生活機能を改善

するための運動・栄養・口腔の支援

 通所型サービス 
（デイサービス）

従来の介護予防通所介護

と同様のサービス

入浴などの日常生活の支援や機能訓

練などを行います。

 
通所型サービス A

緩和した基準による通所

型サービス

介護予防の運動やレクリエーションな

どを行います。

 
通所型サービス B

住民主体の通いの場 地域の住民が主体となり、誰でも集え

る場。

 
通所型サービス C

専門職等が行う短期集中

予防サービス

生活機能を改善するための運動・栄

養・口腔の支援。
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【２】生活支援サービス：配食サービス 

対 象 者：要支援１～２または基本チェックリスト該当者かつ単身世帯または

高齢者世帯 

内　　　　容：お昼に弁当を届けて栄養面の不安解消と安否確認を行います。 

 

〇一般介護予防事業 

　６５歳以上の方を対象に、体力測定や筋力づくり、ストレッチなどの運動を行いま

す。コースによって、曜日や回数などは異なります。 

※詳しい日程や募集状況は、随時広報等にてお知らせしています。 

【問い合わせ先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教室名 開催場所 開催期間、回数等

 
ステップアップ教室 屋代地区公民館

月２回・通年開催 

（ひとり６カ月間コース）

 
げんきアップ運動教室

置賜スポーツ交流プラ

ザユルット

週１回 

３ヵ月間×２コース（予定）

 認知症予防運動教室

「コグニサイズ」

総合交流プラザ 

生涯学習館
全 14 回×2 クール

 福祉課高齢者支援係 電話　５２－４４７８

 福祉課地域包括ケア係 電話　５２－４４９５
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高齢者の福祉　～地域包括支援センター～ 

高齢者の皆さんが、いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるよう、

介護、福祉、健康、医療などさまざまな面から相談、支援をする機関です。 

地域包括支援センターでは、社会福祉士、保健師、主任介護支援専門員などが中

心となって、互いに連携をとりながら高齢者のみなさんの支援を行います。 

 

○高齢者の総合相談 

・介護に関する相談 

・健康や福祉サービスに関すること 

・医療や生活に関すること 

 

○みんなの権利を守る支援 

　　安心して生き生きと暮らせるよう、みなさんの持つ様々な権利を守ります。 

・虐待の防止、早期発見 

・成年後見制度の紹介 

・消費者被害などの相談 

○在宅での自立した生活の支援 

　・高齢者のみなさんの今の状態に合わせた介護予防の支援を行います。 

　・要支援１・２と認定された人は、介護保険の介護予防サービスを利用できます。 

　・支援や介護が必要となるおそれの高い人や在宅生活に支援が必要な人は、介護

予防事業等を利用できます。 

○さまざまな機関と連携した暮らしの支援 

　 地域での安心した暮らしを支援するため、地域のケアマネージャーの支援や指導、

医療機関との連携、さまざまな関係機関とのネットワークをつくり、調整します。 

○認知症になっても安心して地域で暮らし続けられる支援 

　・認知症サポーター養成講座の開催 

　・高齢者等見守り・徘徊ＳＯＳネットワーク事業（地域見守り支援システム・事前登

録システム・徘徊ＳＯＳシステム） 

　・認知症初期集中支援推進事業 

 

【問い合わせ先】 

 

 

 地域包括支援センター 電話　５２－４４９５
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高齢者の福祉　～移動支援～ 

○デマンド交通 

　利用者が事前に乗りたい場所や時間を予約して、乗り合いによってそれぞれの目

的地まで移動する公共交通システムです。 

 

利用条件：　事前に利用登録していただければ、どなたでもご利用可能です。 

　　　　　　　　ただし、ご自身で乗り降りが可能な方に限らせていただきます。 

運行地域：　高畠町内。　町内なら、玄関から玄関まで乗ることができます。 

運行時間：　８：００～１６：００便（年末年始は運休） 

　　　　　　　　※年末年始の運休日程は予約センターにご確認ください。 

利用料金：　高畠町民と町民以外の方で利用料金区分が違います。 

　　＜高畠町民＞  

　　　① 一　般（中学生以上）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５００円 

　　　② 高齢者（満７５歳以上）・・・・・・・・・・・・・・・・・４００円 

　　　③ 満６５歳以上の運転経歴証明書所持者・・・４００円 

　　　④ 障害者手帳所持者とその介助者・・・・・・・・３００円 

　　　⑤ 小学生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３００円 

　　　※1…未就学児は無料です（保護者同伴での乗車をお願いします） 

　　　※2…②～④の方は、福祉課で利用区分証発行（割引き）の手続きが必要です。 

　　＜高畠町民以外＞  

　　　　町民以外（小学生以上）・・・・・・・・５００円 

　　　※1…未就学児は無料です（保護者同伴で乗車をお願いします） 

予約方法：　・電話または FAX（利用したい運行時間の 1 時間前まで） 

　　　　　　　　・インターネット(利用したい運行時間の 1 時間 30 分前まで) 

予約センターに以下の内容をお伝えください。 

　・利用する方のお名前 

　・自宅の電話番号（携帯電話番号） 

　・利用したい運行時間 

　・乗車場所（どこから）～目的地（どこまで） 

　予約センター　電話　５１－１２５５ 　ＦＡＸ　５１－１２５６　 

 

※予約の際の注意点 

・朝８：００便は、前日の１６：００までに予約をお願いします。 

・予約の変更・キャンセルは、すぐに予約センターに連絡をお願いします。 

・無断キャンセルは、運行の支障や乗り合いのお客さまへのご迷惑にもなりま　 

すので、必ず予約センターに連絡をお願いします。 
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注意事項： 

●定員がありますので予約状況によっては、ご希望の時間に利用できない場 

合があります。 

●他のお客さまと乗り合い乗車になるため、未就学児およびご自身で乗り降り 

ができない方（付き添いがいれば可）、泥酔している方はご利用をお断りい 

たします。 

●ペット連れの乗車はできません。 

●道路混雑や気象状況等によって、お迎えの時間、目的地への到着時間が遅れ 

ることがあります。出発・到着時間には余裕をもって利用してください。 

【問い合わせ先】　 

 

 

○公立置賜総合病院・米沢市立病院　通院支援事業 

運転免許証を所有しない高齢者の、通院に必要な交通手段確保のため、定額で利

用できるタクシー券を交付します。 

 

対 象 者：　町内に住所を有する、置総・米沢市立病院への通院が必要で、運転免

許証を持っていない７５歳以上の高齢者 

利用区間：　自宅　⇔　公立置賜総合病院・米沢市立病院 

　　　　　　　　※途中の寄り道や下車は不可(調剤薬局への立ち寄り除く)　 

交付枚数：　片道 2,500 円で利用できるタクシー券　12 枚(１人あたり) 

申請時の必要書類：　・本人確認書類(マイナンバーカード、保険証等) 

　　　　　　　　　　　　　　・通院している(これから通院する)ことが確認できる書類

(診察券、予約票、紹介状等) 

　　　　　　　　　　　　　　※代理申請の場合は、代理の人の本人確認書類が必要 

利用方法：　　①電話でタクシーを予約する。(利用希望日前日まで) 

　　　　　　　　　②タクシーに乗車し、定額タクシー券を運転手に渡す。 

　　　　　　　　　③降車時に2,500円を支払う。 

利用できるタクシー会社：　・羽山観光タクシー　　　☎ (52)3255 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・みつわタクシー　　　　☎ (57)3200 

【問い合わせ先】 

 

 

 

 

 

 福祉課高齢者支援係 電話　５２－４４７８

 福祉課高齢者支援係 電話　５２－４４７８
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権利擁護事業 

 

○福祉サービス利用援助事業　 

　判断力が十分でない方や、自分の判断能力に不安のある方は、自らの判断で適

切にサービスを選べなかったり、契約ができなかったりすることがあります。 

そのような方々が、個人の尊厳と意志決定を保持され地域で安心して暮らせる

よう、生活支援員が福祉サービス利用の支援を行います。 

 

●福祉サービスの利用に関する情報の提供、相談、アドバイス 

●福祉サービスを利用するときの利用手続きのお手伝い 

●日常的な金銭の出し入れのお手伝い 

●利用している福祉サービスについて苦情があるとき、 

苦情解決制度を利用するお手伝い 

利用料：1 回　１，５００円 

【問い合わせ先】 

 

○成年後見制度利用支援事業 

　成年後見制度とは、認知症、知的障がい、精神障がい等の理由で判断能力が低下

した方の財産を管理し、不当な契約などから守り、安心した暮らしや権利を守る制

度です。この制度を利用するための支援を行います。 

 

《支援の内容》 

①後見開始等の審判の申立てに関する支援 

②収入印紙代、鑑定料等の申立てに要する費用の負担 

③成年後見人等に対する報酬の支払いに要する費用の助成 

　※支援をうけるため、それぞれに要件があります。 

【問い合わせ先】 

 

 

 

 

 社会福祉協議会 電話　５１－１００８

 福祉課地域包括ケア係 電話　５２－４４９５

 福祉課障がい者福祉係 電話　５２－４４７３

 福祉課地域福祉係 電話　５２－３５６４
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その他の相談窓口 

〇若者総合相談窓口 

　幅広い分野にまたがる若者の問題に、様々な機関と連携し相談に応じます。「働

くことが不安」「子供の将来が心配」などお悩みをお持ちの方は、ご連絡ください。 

　お悩みをお伺いした後、問題解決のため一人ひとりに寄り添いながらサポートさ

せていただきます。 

【相談窓口】　　　 

 

○ひきこもり等相談窓口 

　様々な機関と連携し、ひきこもり※の問題を抱える本人や家族からの相談に応じます。 

※ひきこもり・・・様々な要因の結果として社会的参加を回避し、６か月以上にわたっ

て概ね家庭にとどまり続けている状態。 

【相談窓口】 

 

○虐待相談窓口 

　虐待に関する相談は年々増加しており、また内容も複雑で多岐にわたっています。

児童・高齢者・障がい者を虐待から守るために、早期発見に努め、虐待対応を一元

化し総合的な家族支援を行います。少しでも「虐待かな…？」と心配になったら、た

めらわずご相談ください。 

【相談窓口】 

　▼児童の虐待 

　▼障がい者の虐待　 

　▼高齢者の虐待　 

 
 

○自殺予防等相談窓口 

　自殺により全国で年間２万人を超える尊い命が失われています。大切な命を自

殺から守るために、講演会や研修会、ゲートキーパー養成講座などを開催し、ここ

ろの健康づくり、自殺予防対策を図っていきます。 

【相談窓口】 

 
 

 福祉課地域福祉係　 電話　５２－３５６４　　　

 福祉課地域福祉係 電話　５２－３５６４

 健康子育て課子育て支援係 電話　５２－２８６４

 福祉課障がい者福祉係　 電話　５２－４４７３

 福祉課地域包括ケア係　 電話　５２－４４９５

 福祉課障がい者福祉係　 電話　５２－４４７３
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○生活困窮者自立支援事業 

　働きたくても働けない、税金や公共料金が払えない、家計管理が出来ないなど、

相談窓口では一人ひとりの状況に合わせた支援プランを作成し、専門の支援員が

相談者に寄り添いながら、他の専門機関と連携して解決に向けた支援を行います。 

【問い合わせ先】 

 

○生活福祉資金 

　他の貸付制度を利用できない低所得世帯や障がい者世帯などの経済的自立と

生活の安定を目指し、社会福祉協議会が窓口になって、無利子または低利子で資

金の貸付けを行う制度です。 

【問い合わせ先】　 

 

○困りごと相談窓口 

　悩み事を聞いて欲しい、どこに相談したらいいかわからないなど、日常生活の困

りごとの相談をお受けします。 

【問い合わせ先】　　 

 

○法律相談 

　借金、相続、離婚、損害賠償など、法律に関わることで困っている方の相談を、弁

護士が無料でお受けします。※要予約 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

 

 

 

 社会福祉協議会 電話　５１－１００８

 社会福祉協議会 電話　５１－１００８

 社会福祉協議会 電話　５１－１００８

 福祉課地域福祉係 電話　５２－３５６４

 社会福祉協議会 電話　５１－１００８
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要支援者支援事業　　　　～災害時に支援が必要な方に～　　　　 

 

○避難行動要支援者名簿への登録 

　災害が発生した時、自力で避難することが困難で、支援を必要とする方々を「避

難行動要支援者」として事前に把握し、災害時の安否確認など、要支援者の生命ま

たは、身体を守るために「避難行動要支援者名簿」を作成しています。 

 

登 録 対 象 者：①７５歳以上の一人暮らしの高齢者  

②７５歳以上の高齢者のみの世帯  

③要介護３～５を受けている人  

④身体障害者手帳１、２級の第１種を所持している単身世帯の方 

⑤療育手帳Ａを所持している方 

⑥精神障害者保健福祉手帳１、２級を所持している単身世帯の方 

⑦町の生活支援を受けている難病患者の方 

⑧自治会や民生委員や児童委員が支援を必要と認めた方や自力 

での避難が困難で支援を希望する方 

 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉課地域福祉係 電話　５２－３５６４
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障がい者（児）の福祉　～障害福祉サービス・障害児通所支援～ 

　障がい者(児)がその能力や適正に応じ、自立した日常生活・社会生活を営むため

に必要なサービスを、障がいの種別(身体障がい・知的障がい・精神障がい及び難

病※)にかかわらず、一元的に提供し、障がいのある人々の自立を支えます。 

 

○障害者総合支援法によるサービス 

 

○児童福祉法によるサービス 

 

 

 

 サービス体系 サービス種別 対象者

 

訪問系サービス

居宅介護

障がい者・障がい児

 重度訪問介護

 同行援護

 行動援護

 短期入所

 重度障がい者等包括支援

 自立生活援助 障がい者

 

日中活動系サービス

療養介護

障がい者 

 生活介護

 自立訓練（機能訓練）

 自立訓練（生活訓練）

 就労移行支援 

 就労継続支援Ａ型

 就労継続支援Ｂ型

 就労定着支援

 
居住系サービス

施設入所支援
障がい者

 共同生活援助（グループホーム）

 
地域相談支援

地域移行支援
障がい者

 地域定着支援

 サービス体系 サービス種別 対象者

 

障害児通所支援

児童発達支援 障がい児（未就学児）

 居宅訪問型児童発達支援 障がい児

 医療型児童発達支援 障がい児

 放課後等デイサービス 障がい児（就学児）

 保育所等訪問支援 障がい児
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○障害福祉サービスの利用手順 

①サービス利用申請 

町に障害福祉サービス又は障害児通所支援利用の相談・申請をします。 

②障害支援区分認定調査による判定（一次判定） 

　　　心身の状況を総合的に判定するために次の内容で調査を行います。 

　　　・アセスメント調査…障がいの多様な特性その他心身の状況に応じて必要とさ

れる標準的な支援の度合いを確認する調査 

　　　・概 況 調 査…日中活動の状況、本人・家族・介護者の状況、サービス利

用意向、居住環境などに関する調査 

　　　・その他の特記事項…調査で把握しきれない本人の状況についての調査 

③審査会による判定（二次判定）・障害支援区分の認定 

　　　障がい保健施策に詳しい様々な分野の委員で構成された障害支援区分判

定審査会によって、二次判定が行われます。 

（一次判定結果、医師意見書、特記事項をもとに障害支援区分を認定します。） 

　　　※障害支援区分とは、障害福祉サービスの必要性を明らかにするため、障

がい者の心身の状態を総合的に表す区分であり、区分１から区分６までの６

段階で認定されます。（児童は短期入所のみ区分１から区分３までで、調査

のみで認定） 

　④勘案事項調査・サービス利用意向の聴取 

　　　町は、障がい者の福祉サービスの必要性を総合的に判定するため、地域生

活、介護者、居住、日中活動、就労などの状況を把握する勘案事項調査を行

うとともに、申請者のサービス利用意向を聴取します。 

⑤サービス等利用計画案の提出依頼 

障がいのある方が自立した日常生活の支援を効果的に行うため、心身また

は家族などの状況等に応じ、継続的かつ計画的に適切な福祉サービス等が

提供されるよう作成するものです。 

⑥支給決定・受給者証交付 

　　　町は、勘案事項調査や審査会の意見、サービス等利用計画案等の内容を踏

まえ、支給決定を行い、申請者に受給者証を交付します。 

　⑦サービス利用開始 

 

 

 

 

　 

【問い合わせ先】 

 

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

※　障害福祉サービスは、日常生活を支えるための介護を受ける場合には「介護給付」、日常生活向

上のための訓練や、就労に必要な知識・能力の向上のための訓練などを受ける場合は「訓練等

給付」、地域移行や地域で安心して暮らすための相談支援を受ける場合は「地域相談支援給付」

に位置付けられ、それぞれ利用までの流れが異なります。 
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○障害福祉サービスの利用者負担 

　原則費用の１割負担となります。（本人及び配偶者又は世帯の住民税課税状況、

本人の収入に応じて負担上限額を設定） 

【問い合わせ先】　　 

 

○自立支援医療の給付 

　指定の医療機関で更生医療、精神通院医療、育成医療を受ける障がい者に対し、

医療費の軽減を行います。 

対 象 者： 

利 用 者 負 担：原則医療費の１割(受診者の世帯の市町村民税の課税状況、本人の

収入、高額治療継続者等に応じて負担上限額が異なります。) 

　　　　　　　同一医療保険加入者を生計同一世帯とします。 

【問い合わせ先】 

 

○補装具費の支給 

　身体機能を補完または代替し、長時間にわたり継続して使用されるもの(義肢、

装具、車椅子、補聴器、歩行器など)に対する補装用具費の支給を行います。 

※貸与の場合は、座位保持装置構造フレーム、歩行器、座位保持椅子、重度障害者

用意思伝達装置（本体）の４種目と完成用部品が対象となります。 

対 象 者：障がい者、障がい児で装具の希望をする方 

利 用 者 負 担：原則基準額の１割負担(本人及び配偶者又は世帯の市町村民税の

課税状況、収入に応じて負担上限額が異なります。) 

【問い合わせ先】 

 

 

 

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 
更生医療

身体障害者手帳をお持ちの満 18 歳以上の方で、手術等によっ

て障がいの軽減が見込まれる方

 
精神通院医療

精神障がいがあり、通院による治療を継続的に必要とする程度

の状態にある方

 
育成医療

身体に障がいのある 18 歳未満の児童で手術等によって障がい

の改善が見込まれる方

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３
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障がい者（児）の福祉　～地域生活支援事業～ 

　障がい者（児）が、安心して暮らせる社会を目指し、障がい者（児）の能力や適正に

応じた自立した暮らしを営むことができるよう支援していきます。 

 

○相談支援事業 

　障がい者（児）、その保護者、介護者からの相談に応じ、情報提供等や、権利擁護

のために必要な援助を行います。 

 

○意思疎通支援事業 

　公的機関における各種手続、医療機関での受診、社会参加等において、聴覚、言

語機能、音声機能等の障がいのため、意思疎通を図ることに支障がある障がい者

（児）の意思疎通を仲介するために、手話通訳者等の派遣を行います。 

【問い合わせ先】 

 

○日常生活用具給付事業 

　日常生活上の不便を解消し、自立や社会参加を支援し、安全、安易に使用できる

用具(ストマ用装具、透析液加温器、たん吸引器、特殊寝台、頭部保護帽等)の給付

を行います。 

対 象 者：障がい者（児）で用具の希望をする方 

　　　　　　　(障がい部位、等級により使用できる用具に制限があります) 

利 用 者 負 担：原則基準額の１割負担(本人及び配偶者又は世帯の市町村民税の

課税状況・収入に応じて負担上限額が異なります。) 

【問い合わせ先】 

 

 

 実施事業所 電話番号

 ライフポート「とまり木」 ４０－４０５５

 サポートセンター「ゆい」 ５２－０５５８

 ライフアップ「竹とんぼ」 ５２－００６５

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３
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○移動支援事業 

　屋外での移動が困難な障がい者（児）について、外出のための支援を行うことに

より、地域における自立生活及び社会参加を促進します。 

対 象 者：重度視覚障がい・知的障がい・全身性障がい・精神障がいのある方 

利 用 者 負 担：１割 

事 業 種 類： 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※事業所により実施している種類が異なります。 

【問い合わせ先】 

 

○日中一時支援事業 

　障がい者（児）を在宅で介護している家族等の負担軽減を図るため、一時的に

見守りが必要な障がい者（児）に対し、日中における活動の場を提供する支援を

行います。 

対 象 者：身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受

けている方 

利 用 者 負 担：１割 

【問い合わせ先】 

 

○地域活動支援センター事業 

　地域で生活する障がい者の日常生活や相談への対応、創作的活動や生産活動

を行い、社会復帰や社会参加などを支援します。 

【問い合わせ先】 

 

 

 

 

 

 事業種類 利用頻度（上限） 事業内容

 個別支援型 月１５時間 マンツーマンによる支援

 
グループ支援型 月１５時間

複数人同時支援で支援者１人対利用

者５人まで可能

 その他 月４６回（1 日 2 回まで） 通所・通学用

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 実施事業所 電話番号

 ライフサポート「とまり木」 ４０－４０５５

 「花工房」 ４３－４０７５

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３
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○訪問入浴サービス事業 

　自宅での入浴介助が困難である重度身体障がい者（児）へ訪問により入浴サービ

スを提供し、身体の清潔の保持、心身機能の維持等を支援します。 

対 象 者：身体障害者手帳１級又は２級で自宅で家族による入浴介助が困難

な方で、介護保険制度による訪問入浴介護を受けることができな

い方 

障がい児にあっては、居宅介護等の他のサービスを利用しての入

浴が困難な方 

利 用 者 負 担：１割 

【問い合わせ先】　　 

 

○重度障がい者（児）住宅改修費助成事業 

　住宅の重度身体障がい者(児)が住環境の改善を行う場合、購入費及び改修工事

費を給付します。 

助成対象改造工事：手すりの取り付け、段差の解消、滑り防止及び移動の円滑化等のた

めの床又は通路面の材料の変更、引き戸等への扉の取替え、洋式

便器等への取替え等 

対 象 者：下肢、体幹、脳移動障害を有し、障害等級３級以上の学齢児以上の

方で、かつ在宅の方。(特殊便器への取替えは、上肢障害２級以上)　 

※６５歳以上の方は、介護保険制度で適用となります。 

助 成 額：原則１回　限度額２０万円 

原則１割負担(所得に応じて負担上限額が異なります。) 

ご 注 意：既に改修したものは対象外となります。 

【問い合わせ先】 

 

○身体障がい者自動車改造費等助成金交付事業 

　身体障がい者が自ら運転するため、または在宅の身体障がい者を介護するため、車

いす使用者に配慮した自動車への改造、自動車の購入経費の助成をします。 

対 象 者： 

 

 実施事業所 電話番号

 きらり ３１－２２２８

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 
本人運転の場合

上肢障害、下肢障害、体幹機能障害のある方で、 

運転免許証を所持する方

 
介護者運転の場合

下肢障害１～２級、移動機能障害１～２級、 

体幹機能障害１～３級の方
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助 成 額： 

※過去にこの助成を受けた方は、５年を経過しないと再度受けることはできません。 

【問い合わせ先】　 

 

○知的障害者職親委託制度事業 

　知的障がい者の自立更生を図るため、一定期間職親に預け、生活指導及び技能

習得訓練を行うものです。 

　◎知的障がい者を受け入れる職親は、登録が必要です。(職親登録) 

　◎職親になり、知的障がい者を受け入れた場合は、委託費が支給されます。 

【問い合わせ先】　 

 

障がい者(児)の福祉　～手帳の交付～ 

○身体障害者手帳の交付 

　身体に永続的な障がいがあり、その障害程度が身体障害者程度等級表に該当す

る方に、各種障がい者福祉制度が受けられるよう手帳を交付しております。 

必 要 な も の：申請書、診断書、写真 

【問い合わせ先】　 

 

○療育手帳の交付 

　知的障がい者に対して、一貫した指導相談や支援を受けやすくするため、療育手

帳を交付しています。 

必 要 な も の：申請書、写真、母子健康手帳 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

 

 
改造

改造に要する経費の 2 分の１の額 

または 20 万のいずれか低い額

 
新車購入

改造のない同型車との差額の２分の１の額 

または２０万円のいずれか低い額

 
中古車購入

購入価格の１０分の１の額 

または５万円のいずれか低い額

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３
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○精神障害者保健福祉手帳の交付 

　精神障がいにより長期にわたって日常生活に制約がある方が、社会復帰や自立、

社会参加に向け、各種の支援を受けやすくするためのものです。 

必要なもの：申請書、（精神障がいを事由とした）年金証書の写し又は診断書、写真 

【問い合わせ先】　 

 

障がい者(児)の福祉　～在宅支援～ 

○紙おむつ券給付事業 

　在宅で常時おむつが必要な方に、月額３，１５０円分の紙おむつ券を年度内分給

付します。 

【問い合わせ先】　 

 

○駐車禁止除外指定車標章の発行 

　歩行困難な方が使用する車で必要やむをえない場合や、公益性の高い車両に限

り駐車禁止の場所にも駐車することができるよう、県公安委員会より駐車禁止除

外指定車標章が交付されます。 

【問い合わせ先】　所轄の警察署 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 

〇支給対象

① 身体障害者手帳を所有し、次の障がいに該当する満３歳以上の方 

・肢体不自由（上肢・下肢・体幹）　　　１・２級 

・脳原性運動機能障害（上肢・移動）　１・２級

 ② 療育手帳を所有し、判定「Ａ」に該当する方

 ③ 精神保健福祉手帳１級を所有する方

 ④ 40～64 歳で介護認定を受けており、常時紙おむつが必要な方

 

×支給対象外

① 施設に入所している方

 ② 夜間だけの使用、安心のための着用

 ③ ６５歳以上で介護保険制度が適用になる方

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３
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○身体障害者等用駐車施設利用証制度 

　公共施設や民間施設に設けられている車いす使用者駐車場施設について、利用

証を交付することで適正な利用を促進していきます。 

対 象 者： 

※上記のほか、難病の方、妊産婦の方、けがをしている方について

も一定の期間交付を受けることができます。 

【問い合わせ先】 

 

〇ヘルプマーク 

　外見からは分からなくても援助が必要な方がいま

す。このマークを見かけたら、「席をゆずる」「困ってい

るようであれば声をかける」など、思いやりのある行

動をお願いします。 

配 布 先：福祉課、総合支庁、県庁 

【問い合わせ先】 

 

○心身障がい者扶養共済制度 

　障がいのある方を扶養している保護者の相互扶助の精神に基づき、保護者に万

が一(死亡、重度障がい)のことがあった時、残された障がい者に終身一定額の年

金が支給される制度です。 

【問い合わせ・申し込み先】　 

 

 

 

 

 

 

 身体障がい者 視覚４級以上、平衡５級以上、上肢２級以上 

　　　　　　　　　　　　　　　下肢６級以上、体幹５級以上 

　　　　　　　　　　　　　　　脳原性上肢２級以上、脳原性移動６級以上 

　　　　　　　　　　　　　　　内部４級以上、免疫４級以上

 知的障がい者 療育手帳区分「Ａ」

 精神障がい者 精神障害者保健福祉手帳「1 級」

 高齢者 介護保険の「要介護１」以上

 置賜総合支庁地域保健福祉課 電話　26－6028

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３
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障がい者(児)の福祉　～経済支援～ 

○障害者年金(２０歳以上で老齢年金を受給していない方) 

　国民年金／町民課住民年金係へご相談ください。　　電話　５２－１３４５ 

　厚生年金／米 沢 年 金事 務 所へご相談ください。　　電話　２２－４２２０ 

 

○特別障害者手当・障害児福祉手当 

　在宅の重度障がい者（児）に対し、その重度の障がいのために生ずる特別の負担

の手助けとして手当を支給するものです。 

対 象 者：日常生活において常時介護を必要とし、定められた２つ以上の重い

障がいを持つ在宅の重度障がい者・児(２０歳未満)本人に対し支給

されます。 

支 給 の内 容：次に当てはまる場合は手当ての支給が制限されます。 

支 給 額：特別障害者手当　　月額　　30,450 円 

障害児福祉手当　　月額　　16,560 円 

支 給 月：毎年２，５，８，１１月の４回 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障がい者（児）又は同居している配偶者及び扶養義務者の前年度所得が一定

以上あるとき

 障がい者（児）が、通所施設、養護学校の寄宿舎等を除く施設に入所している

とき、もしくは 3 カ月以上入院しているとき

 児童が、障がいを理由にした他の公的年金を受けているとき(供給制限)

 置賜総合支庁こども家庭支援課 電話　26－60２７

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３
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 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

○重度心身障がい(児)者医療(○身 医療制度) 

　障がいを持つ方の医療費を助成する制度です。医療機関の窓口に重度心身障が

い(児)者医療証と健康保険資格確認書類を提示することにより助成が受けられま

す。対象者は次の通りです。 

【問い合わせ先】 

 

○人工透析患者通院交通費助成事業 

　人工透析を受けるために医療機関への通院に要した交通費(自家用車の燃料代

を含む)の一部を年間２回に分けて助成します。 

対 象 者：腎臓機能障害の身体障害者手帳を受けている方で人工透析療法を

受けている方 

助　 成　 額：通院交通費（鉄道等の交通機関を利用した場合は、その運賃の額。自

家用車による場合は、１ｋｍあたり１５円で計算した額）の実支出額と

次に定める基準額を比較していずれか低い額 

助 成 内 容：　 

 

 

 

【問い合わせ先】　 

 

○在宅酸素療法者助成金交付事業 

　在宅酸素療法を行っている呼吸器機能障害の方に、酸素濃縮器の使用

にかかる電気料金の一部を年間２回に分けて助成します。 

対 象 者：呼吸器機能障害で身体障害者手帳３～５級を所持し、 

かつ重度心身障がい(児)者医療制度を受けていない方 

助 成 金 額：月額１,６００円 

【問い合わせ先】　 

 町民課医療給付係 　電話　５２－１３２７

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 

市町村民税所得割２３５，０００円以

下で、次のいずれかに該当する方

身体障害者手帳１、２級所持者

 療育手帳Ａ所持者

 精神障害者保健福祉手帳１級所持者

 国民年金障害等級１級の障害基礎年金受給権者

 精神障がい者で、恩給法の特別項症及び第１項症、そ

の他公的年金各法の障害等級１級受給権者

 特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行令別表

第３の１級程度の者及び別表第１程度の２０歳以上の

者

 通 院 距 離(往復) 基準月額

 　１５ｋｍ未満 １，５００円

 　１５ｋｍ以上３０ｋｍ未満　 ２，０００円

 　３０ｋｍ以上 ３，０００円
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障がい者（児）の福祉　～各種割引・減免制度・就労相談～ 

○運賃割引　 

<山形交通、庄内交通> 

　　身体障害者手帳及び療育手帳の交付を受けた方は、手帳提示により運賃が割

引になります。※詳しくは各バス会社までご連絡ください。 

 

　<デマンド交通> 

　　身体障害者手帳、療育手帳及び精神保健福祉手帳の交付を受けた方は利用料

金が５００円から３００円に割引きになります。利用する際は事前に役場で割引

証の登録・申請が必要です。　※本誌１４ページに詳しく記載があります 

▶▶　予約：デマンド予約センター　　　☎　５１－１２５５ 

 

○ＪＲ運賃割引 

　切符を購入する際に身体障害者手帳、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳を

提示することで運賃が割引になります。※詳しくはＪＲまでご連絡ください。 

割 引 内 容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※介護者は１名に限ります。 

　◆ジパング倶楽部特別会員 

身体障害者手帳の交付を受けている方のＪＲの運賃が割引になる制度です。 

満６５歳以上からの入会（年会費あり）で、新幹線を含む特急券、急行券、グリーン

券、座席指定券が特典として２～３割引になります。 

【問い合わせ先】　JR 東日本/JR 西日本 

 

 身体障害者手帳第１種 本人・介護人とも規定料金の５割引

 身体障害者手帳第２種 本人のみ規定料金の５割引

 療育手帳Ａ 本人・介護人とも規定料金の５割引

 療育手帳Ｂ 本人のみ規定料金の５割引

 精神障害者保健福祉手帳１級 本人・介護人とも規定料金の５割引

 精神障害者保健福祉手帳２．３級 本人のみ規定料金の５割引

 
単独で利用する場合

ＪＲ片道１００ｋｍを超える場合 

乗車券が５割引

 身障者手帳第 1 種の方　または 

療育手帳 A の方　または 

精神障害者保健福祉手帳第１種の方 と 

その介護者が利用する場合

乗車券・回数券・急行券・定期券が 

共に５割引

 １２歳未満の障がい者と 

その介護者が利用する場合
介護者の乗車券・定期券が５割引
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○タクシー料金の割引 

　身体障害者手帳及び療育手帳の交付を受けた方は、手帳提示により料金が 

１割引になります。　※詳しくは各タクシー会社までご連絡ください。 

【問い合わせ先】　 

 

○障がい者タクシー助成券 

　障がい者に対するタクシー利用料金の一部を助成します。 

対 象 者： 

対 象 外：施設等に入所又は病院等に長期間入院している方 

助 成 内 容：利用券は年間２４枚つづりで、１枚につき５００円を助成 

　　　　　　　※交付の時期によって、利用券枚数が異なります。 

協 力 先：羽山観光タクシー／みつわタクシー／どんぐり／タスカル／山形コ

アラ／あんず福祉タクシー／三友医療／介護タクシーつばさ／ 

福祉タクシーひまわり 

必 要 な も の：手帳 

【問い合わせ先】 

 

○航空運賃割引 

　発券窓口で手帳を提示することで運賃が割引になります。 

対　 象　 者：身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳を持っている方 

割 引 内 容：国内線航空運賃の割引 

※詳しくは各航空会社までご連絡ください。 

　　　　 本人及び介護者(１名まで)が割引となります。 

【問い合わせ先】　 

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 

①

身体障害者手帳を所有し、個別等級が次の障がい等級に該当する方 

・肢体不自由（下肢）１～４級 

※左下肢５級と右下肢５級で合算して４級となる場合は対象 

・脳原性運動機能障がい　１～４級 

・肢体不自由（体幹）　１～３級 

・視覚障がい　　１・２級 

・呼吸器障がい　１～３級

 ② 療育手帳を所有し、判定「Ａ」に該当する方

 ③ 精神保健福祉手帳１・２級を所有する方

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 手帳所有者が３歳以上１２歳未満の場合 介護者のみ割引

 座席を使用しない３歳未満の場合 割引対象外

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３
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○自動車税の減免 

　①身体障害者手帳の交付を受けている方が所有する自動車で、身体障がい者が

自ら運転する場合、若しくは身体障がい者と生計を同じくする方が、身体障が

い者の通院等のために運転する場合に、自動車税が減免になります。(等級要

件あり) 

　②療育手帳Ａと判定された方と生計を同じくする方が、知的障がい者の通院等

のために運転する場合に、自動車税が減免になります。 

　③精神保健福祉手帳１級保持者であり、通院医療受給者番号のある者と生計を

同じくする方が、障がい者の通院等のために運転する場合に、自動車税が減

免になります。 

※家族運転の自動車の場合は、証明書が必要となります。(住民票謄本、通院証

明書、車検証、障害者手帳、免許証、印鑑、購入時は見積書を添付) 

　③については置賜総合支庁置賜保健所で発行します。 

【問い合わせ先】 

 

○有料道路通行料金の割引 

　身体障害者手帳または療育手帳Ａの交付を受けている方が事前に申請すること

で、有料道路事業者所管の有料道路を走る際に通行料金が５割引になります。 

◎車の所有者が本人、同居の家族もしくは日常的に介護している方であり、 

下記のいずれかに該当する場合 

必 要 な も の：手帳・車検証・免許証　（ETC 利用の場合、証明書・カードなどが必要） 

【問い合わせ先】　 

 

 

○ＮＨＫ放送受信料の減免 

　【ＮＨＫ放送受信料免除基準】 

〈全額免除〉 

「身体障がい者」「知的障がい者」「精神障がい者」が世帯構成員であり、世帯全

員が市町村民税（住民税）非課税の場合 

 【普通自動車の場合】置賜総合支庁税務課 電話　26－6014

 【軽自動車の場合】税務課住民税係 電話　５２－４４７７

 身体障がい者が自ら運転する場合

 身体障害者手帳の交付を受けている方を乗せて、 

同居の介護者が運転する場合(等級要件あり)

 療育手帳Ａの交付を受けている方を乗せて、 

介護者が運転する場合

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３
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〈半額免除〉 

① 視覚・聴覚障害者が世帯主の場合 

② 重度の障がい者（身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ、精神障害者保健福祉

手帳１級）が世帯主の場合 

手 続 き：福祉課から該当する旨の証明を受け、ＮＨＫ山形放送局へ申請 

※詳しくはＮＨＫまでご連絡ください 

【問い合わせ先】　 

　 

○税金の控除（障害者控除について） 

手 続 き：年末調整又は確定申告、申告相談のとき、手帳を提示してください。 

【問い合わせ先】　 

 

○置賜障害者就業・生活支援センター(ジョブサポートおきたま) 

　障がいをもつ方が職業につくための職業準備訓練や、職場への定着のためのお

手伝いをする機関です。お気軽にご相談ください。 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３

 特別障害者控除 身体障害者手帳 1・2 級、療育手帳 A、 

精神障害者保健福祉手帳 1 級

 普通障害者控除 身体障害者手帳３～６級、療育手帳Ｂ、 

精神障害者保健福祉手帳２・３級

 税務課住民税係 電話　５２－４４７７

 米沢税務署 　電話　２２－６３２０

 
置賜障害者就業・生活支援センター

　電話　０２３８－２７－１８５６ 

　Fax　０２３８－２７－９７０５
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　子育て支援事業 

〇こども家庭センター 

　 地域のすべての妊産婦・子育て世帯・子どもを対象に、児童福祉と母子保健が

一体的、また包括的に個々の家庭に応じた切れ目ない相談支援を行います。 

【問い合わせ先】 

 

○屋内遊戯場「もっくる」 

　季節や天候を気にすることなく遊ぶことができる、町産材をふんだんに使用した

木育施設です。子どものための遊びの場と子どもや保護者同士の交流の場であり、

育児相談や情報交換などができるよう子育て支援センター、ファミリー・サポート・

センターも併設しています。 

【問い合わせ先】　 

 

○子育て支援センター 

【問い合わせ先】　 

 健康子育て課子育て支援係 電話　５２－2864

 健康子育て課母子保健係 電話　５２－１３０７

 対象 保護者同伴の小学生までの子ども

 開館時間 ９:３０～18：００ 

（12：00～13：30 館内清掃、環境整備のため閉館）

 休館日 毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）・年末年始

 利用料 無料

 屋内遊戯場「もっくる」 　電話　４９－７５８８

 ◇お楽しみの時間 

（１日 2 回　火～土）

体操・ふれあい遊び、絵本の読み聞かせ等を行

います

 
◇育児相談

随時、子育てに関する相談ができます（電話相

談可）

 ◇お誕生会 

　　みんなのひろば 

　　　　　　　　　（月１回）

誕生児をお祝いし、季節やテーマにより親子で

楽しめるものを行います

 ◇育児講座 

　　　　　　　（年 10 回）

子育てに関する講演会や保護者がリフレッシュ

できる託児つき講座等を行います

 ◇大きくなったかな 

　　　（月１回　２日間）
身体測定や保育士への育児相談ができます

 ◇エコ服の日 

　　　（月１回　３日間）

服のリユースを行っています(60 ㎝～150 ㎝サイズ) 

リユース用の服は随時預かります

 子育て支援センター（もっくる内） 　電話　４９－７５８６
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○ファミリー・サポート・センター事業 

　育児の援助を受けたい方と育児の援助を行いたい方が会員になり助け合う子育

て支援機関です。 

 

　【こんなときにご利用ください！】 

　　・買い物、通院、冠婚葬祭、学校行事などでお子さんを預けたいとき 

　　・保育施設、学校、放課後児童クラブ、習い事などへのお子さんの送迎が 

必要なとき 

　 

◎利用対象者 

　・小学生までの子どもを持つ養育者で、高畠町在住かもしくは高畠町に 

勤務されている方 

※屋内遊戯場「もっくる」での一時託児は県内居住の方 

※一年毎の会員登録（無料）が必要 

◎利用料金 

　料金は、援助を受けた会員が援助を行った会員に直接支払います 

 

【問い合わせ先】 

 

 

 

 

 

 

○一時預かり事業 

　一時預かりとは、保護者等のパート就労や通院、急な都合で一時的に保育が必要

となった際に利用できる制度です。町内の保育施設等で行っておりますので、利用

を希望される場合は、直接希望の施設にお申し込みください。 

※施設での事前登録が必要です。 

 
曜日等 時間 年齢

利用料金 

（子１人/時間）

 
月～土曜日

８：００～１９：００ 

※もっくる内託児 

火～土８：３０～１７：００ 

（休館日は利用できません）

０～２歳児 ７００円

 ３歳児以上 ６００円

 
日曜日・祝日

０～２歳児 ８００円

 ３歳児以上 ７００円

 高畠町ファミリー・サポート・センター 

（NPO 法人すぷうん委託）※もっくる内
　電話　４０－１８９８
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【一時預かりの内容・料金体系】 

　 

◇利用可能な保育時間や持ち物などは、各施設により異なりますので申請時に直

接お問い合わせください。行事等により、一時預かりをご利用いただけない場

合があります。 

【問い合わせ先】 

 

○子どもの未来応援事業：サード（学びと交流の場） 

　子どもの学習と学力の定着応援、そして生活習慣や人との関わり方を学ぶ場で

す。地域の人々が応援しています。　 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

 

 

 

 
利用形態 利用限度 対象児童 料金※

 保護者の就労等により、

家庭での保育が継続的

に困難になる場合

概ね 

週 3 日程度 

保育園、認定こども

園等に在籍してい

ない未就学児童

4 時間以内 

1,200 円/日 

8 時間以内 

2,400 円/日 

8 時間超 

3,000 円/日

 保護者の疾病等、 

緊急・一時的な場合

概ね 

月 14 日程度

 リフレッシュ等 概ね 

週 2 日程度

 健康子育て課こども施設係 　電話　５２－３０３１

 場所 総合交流プラザ 糠野目生涯学習館

 対象者 ひとり親家庭などの小中学生

 活動日 毎週日曜日

 時　間 午前１０時～正午まで 午後２時～４時まで

 持ち物 学習道具・水筒

 参加費 無料

 

送　迎

保護者送迎 

但し送迎が常時確保できない家庭の児童にデマンドタクシー

利用料の減免あり

 健康子育て課子育て支援係 　電話　５２－２８６４
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母子・父子・児童の福祉　～児童福祉施設の利用～ 

○教育・保育認定 

保育施設の利用を希望する場合は、町から利用のための認定を受ける必要があ

ります。保育認定には、子どもの年齢や保育の必要性に応じて、1 号認定から 3 号

認定までの区分があります。認定区分によって、利用できる施設や時間が変わりま

す。 

◎2 号、3 号の場合 

　保護者の就労状況等に応じ、保育が必要な時間が次のいずれかに区分されます。 

◇「保育標準時間」認定→1 日あたり最長 11 時間（フルタイム就労を想定した利用時間） 

◇「保育短時間」認定→最長 8 時間（パートタイム就労を想定した利用時間） 

◎保育を必要とする事由 

　以下のいずれかに該当することが必要です。 

①就労（フルタイムの他、パートタイム、夜間、居宅内の労働など） 

②妊娠、出産 

③保護者の疾病、障がい 

④同居又は、長期入院などしている親族の介護・看護 

⑤求職活動（起業準備を含む） 

⑥就学（職業訓練を含む） 

⑦育児休業取得中に、既に保育園を利用している子どもがいて継続利用が必要で

あること（満 1 歳を迎える月まで） 

⑧その他、上記に類する状態として町が認める場合 

 

◎保育料について 

①保育料及び副食費は保護者の所得を基に算出されます 

※施設によっては基本となる保育料の他、通園バス代等の実費負担や、各施設が

独自に質の向上を図る上で必要となる追加の負担額が生じる場合があります。 

②保育施設を利用する 3 歳から 5 歳児及び非課税世帯の 0 歳から 2 歳児の利

用料は無償化されます。 

③多子世帯やひとり親世帯等については、保育料及び副食費負担軽減に該当する

場合もあります。 

（きょうだいで利用する場合、最年長の子どもから順に 2 番目は保育料半額、3 人

目以降は保育料、副食費ともに無料となります。） 

 認定区分 対象となる子ども 利用できる施設

 1 号 満 3 歳以上で教育を必要とする子ども 幼稚園、認定こども園

 2 号 満 3 歳以上で保育を必要とする子ども
保育所、認定こども園

 3 号 満 3 歳未満で保育を必要とする子ども
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※きょうだいで通園する施設が異なる（認定区分が異なる）場合もカウントの方法

は同じです（ただし、きょうだいが施設に通っていない場合カウントされません） 

【例】第 1 子が小 3、第 2 子が 5 歳（2 号認定）、第 3 子が 2 歳（3 号認定）、第 4

子が 0 歳（3 号認定）で保育所を利用している場合 

⇒第 2 子：保育料無償化の制度により保育料は全額無償化 

⇒第 3 子：小学校就学前以下の範囲で数えて第 2 子になるので半額 

⇒第 4 子：小学校就学前以下の範囲で数えて第 3 子になるので無料 

 

○幼児教育・保育の無償化について 

　令和元年 10 月 1 日より幼児教育保育の無償化が始まりました。 

　保育施設を利用する 3 歳から 5 歳児及び非課税世帯の 0 歳から 2 歳児の利用

料が無償化されます。ただし、以下の事業を利用されている方が幼児教育・保育の

無償化制度を利用する際には「子育てのための施設等利用給付認定」が必要にな

ります。 

【子育てのための施設等利用給付認定による無償化対象事業】 

認定を受けることにより預かり保育利用料や一時預かり、認可外施設の利用料が

無償化されます。ただし、事業ごとに上限がございます。 

（一度利用料をご負担いただき、後日請求により町から還付としてお返しします） 

【問い合わせ先】　 

 ◇教育認定を受けて認可施設を利用する際の、預かり保育利用料

 ◇認可外施設を利用するお子さんの認可外施設利用料

 ◇新制度未移行幼稚園、特別支援学校、一時預かり事業、病児保育事業、子育て

援助活動支援事業の利用料

 健康子育て課こども施設係 　電話　５２－３０３１
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○保育料の軽減事業 

　高畠町では、同時入所による保育料及び給食費軽減のほか、18 歳に達する日以

降最初の 3 月 31 日までの間にある児童のうち、年長子から数えて第 3 子以降の

お子さんが幼児施設等に入所している場合、入所している児童の保育料及び給食

費を無償化とする事業を行っています。 

 

○入所申込み 

　4 月からの入所を希望される場合は、その前年の 10 月の一斉申込み期間中

に、健康子育て課窓口にお申込みください。 

　たかはたこども園、にじいろこども園、なかよしこども園、なごみこども園、まつ

かわ幼稚園、あいいく幼児園に入所を希望される場合は、各園に直接お申し込み

ください。　※年度途中の申込みを希望される場合はお問い合わせください。 

 

【問い合わせ先】　 

 

 

〇高畠町病児保育施設まほろん 

家庭での保育が困難な病気中の子ども（病児）や病気回復期にある子ども（病後児）を看

護師や保育士が一時的にお預かりし、保護者の子育てと就労の両立を支援します。利用す

る場合は、事前の登録が必要です。 

対象児童：高畠町在住または児童の保護者が町内事業所にお勤めの方の 

生後 6 か月～小学校 3 年生までの子ども 

利用時間：平日（月曜日から金曜日）　午前 8 時 30 分から午後 5 時 30 分まで 

土日、祝日、年末年始は休みです。（年末年始：12 月 29 日～1 月 3 日） 

使用料： 

※被災等の特別な理由で使用料の減額を希望する場合はお問合せください。 

 
【問い合わせ先】　 

 

 

 

 

 健康子育て課こども施設係 　電話　５２－３０３１

 
児童 1 人につき日額 5 時間を超える時 5 時間以内

 下記以外の世帯 2,000 円 1,000 円

 
生活保護世帯・保護者が市町村

民税非課税である世帯等
無料

 健康子育て課こども施設係 　電話　５２－３０３１
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○教育・保育施設 

 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

定員 保育時間
特記事項

△は別途費用がかかります

あいいく幼児園
（馬頭交差点西100ｍ）

☎（56）２５４４
9人

平日・土：7時30分～18時30分
最大延長：21時30分まで
※希望により日曜日・祝日・年末年始も実施

・0、1、2歳児のみ受け入れ
・乳児（6か月から）保育可
・学習型保育
・自園完全給食（昼・夕）

つくし保育園
（糠野目大通り線沿い）

☎（57）３２１３
70人

月～土：7時15分～18時15分
延長保育：18時30分

・0、1、2歳児のみ受け入れ
・乳児（2カ月から）保育可
△一時預かり可(4カ月から)

やしろ保育園
（国道113号線沿い）
☎（52）００９３

80人
月～土：7時15分～18時15分
延長保育：18時30分

・乳児（2カ月から）保育可
△一時預かり可(4カ月から)

保育認定幼児（保育園分）…定員100人
　月～土／7時15分～18時15分
　延長保育／18時30分まで

・3歳児から
△通園バス利用可
△一時預かり可(2歳6カ月から）

教育認定幼児（幼稚園分）…定員15人
　平日／8時30分～14時30分

・満3歳児から
△通園バス利用可
△一時預かり可(2歳6カ月から）

保育認定幼児（保育園分）…定員205人
　月～土／7時15分～18時15分
　延長保育／19時15分まで

・乳児（2カ月から）保育可
△一時預かり可(6カ月から)
△通園バス利用可

教育認定幼児（幼稚園分）…定員15人
　平日／9時～15時
　土曜／9時～11時30分

・満3歳児から
△通園バス利用可

保育認定幼児（保育園分）…定員70人
　月～土／7時15分～18時15分
　延長保育／19時

・乳児（2カ月から）保育可
△一時預かり可(6カ月から)
△通園バス利用可

教育認定幼児（幼稚園分）…定員6人
　平日／9時～15時

・満3歳児から
△通園バス利用可

保育認定幼児（保育園分）…定員78人
　月～土／7時15分～18時15分
　延長保育／19時15分まで

・乳児（2カ月から）保育可
△一時預かり可(6カ月から)
△通園バス利用可

教育認定幼児（幼稚園分）…定員6人
　平日／9時～15時

・満3歳児から
△通園バス利用可

保育認定幼児（保育園分）…定員10人
　月～土／7時30分～18時30分
　延長保育／18時30分

・乳児（2カ月から）保育可
△一時預かり可(6カ月から)
△通園バス利用可

教育認定幼児（幼稚園分）…定員10人
　平日／9時～15時

・満3歳児から
△通園バス利用可

施設名・問合わせ先

小
規
模
保
育
所

保
育
園

幼
稚
園
型

まつかわ幼稚園
（高畠駅西400ｍ）
☎（57）３２１６

110人

たかはたこども園
（高畠小学校隣）
☎（52）００３５

190人

なごみこども園
（旧高畠三中跡地）
☎（56）２１１０

66人

なかよしこども園
（亀岡地区公民館隣）

☎（52）０５８９
84人

にじいろこども園
（二井宿小学校前）
☎（52）２３２２

20人

認
定
こ
ど
も
園

幼
保
連
携
型

 健康子育て課こども施設係 　電話　５２－３０３１
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○放課後児童クラブ 

　お子さんが小学校に通っていて、放課後留守家庭となる場合、次の地区で放課

後児童クラブが開設されております。４月からの入所を希望される場合は、その前

年の１１月頃の一斉申込期間中に各児童クラブにお申し込みください。　 

※二井宿小学校のお子さんが児童クラブを利用する際は、高畠地区の児童クラ

ブをご利用ください。（小学校から児童クラブまでデマンド交通利用無料） 

 

 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地区名 学童保育所名 電話番号

 高 畠 地 区 ち び っ こ ５２－０７７３

 〃 あ お た け ５２－１９７９

 屋 代 地 区 クレヨンクラブ ５２－４０８５

 亀 岡 地 区 あ お ぞ ら ５１－１１１８

 和 田 地 区 げ ん き ク ラ ブ ５６－３０３０

 糠野目地区 みんなのクラブ ５７－３３９０

 〃 遊学舎「子どもの村」 ５７－４８１１

 健康子育て課こども施設係 　電話　５２－3031
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母子・父子・児童の福祉　～経済支援～ 

〇高等職業訓練促進給付金 

　資格取得のために養成機関で１年以上修業する場合、生活費支援として県が支

給します。月額 70,500 円、または 100,000 円（住民税課税状況により） 

対 象 者：・児童扶養手当の支給を受けている方、同等の所得水準にある方 

　　　　　　　・資格取得のため養成機関で 6 カ月以上修業する方 

【問い合わせ先】　 

 

〇ひとり親家庭生活応援給付金・住まい応援給付金・通学応援給付金 

　高等職業訓練促進給付金の支給を受けて修業する方の生活費を町が上乗せして

支給します。 

　※県社会福祉協議会では、入学準備金（50 万円）、就職準備金（20 万円）の貸付

をします。 

（県内で取得した資格が必要な業務に５年以上従事した場合は返還免除） 

対 象 者：・児童扶養手当の支給を受けている方、同等の所得水準にある方 

　　　　　　　・資格取得のため養成機関で 6 カ月以上修業する方 

【問い合わせ先】　 

 

○母子父子寡婦福祉資金 

　母子家庭の母、父子家庭の父並びに寡婦の方、扶養する児童、子に対して 

自立のための資金を無利子または低利でお貸しします。 

各 種 資 金：就学資金・就学支度資金・技能習得資金・修業資金・就職支度資金など 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

 

 

 

 

 健康子育て課子育て支援係 　電話　５２－２８６４

 生活費として 月額　　　５０，０００円

 民営借家の賃借料の補助として 月額最大２０，０００円

 自宅から養成学校まで 

３０ｋｍ以上ある場合の通学費用として
月額最大２０，０００円

 健康子育て課子育て支援係 　電話　５２－２８６４

 健康子育て課子育て支援係 　電話　５２－２８６４
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○児童手当 

　高校生以下の子を養育している方に支給されます。 

支 給 額：　月　額 

　　　　　　※大学生年代まで多子加算の対象 

　　　　　　　　算定の対象となるのは、大学等の進学を問わず、父母等の経済的負担

がある場合となります。 

支 給 月：　偶数月（年６回） 

【問い合わせ先】　 

 

○児童扶養手当 

　父母の離婚などで児童を養育している一人親などに、児童が１８歳に達した年度

末まで（障がいがある場合は 20 歳まで）手当を支給します。ただし、所得制限があ

ります。 

支 給 額：月　額　児童１人の場合 

　　　　　　※第 2 子以降加算額　全部支給　１１，35０円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一部支給　１１，34０円～5，680 円 

　　　　　　※所得が一定額以上ある場合等は、 

手当の一部又は全部が支給されない場合があります。　　　　　　 

支 給 月：　５，７，９，１１，１，３月　（年６回） 

 

○特別児童扶養手当 

　２０歳未満の在宅障がい児がいる場合に手当を支給します。 

対 象 者：心身に障がいのある２０歳未満の児童を介護し、養育している父母

又は養育者に支給します。所得制限があります。 

支 給 額：月　額　 

支 給 月：　４，８，１１月（年３回） 

　【問い合わせ先】　 

 ３歳未満 高校生まで

 第１子・第２子 15，000 円 10，000 円

 第３子以降 ３０，０００円

 健康子育て課子育て支援係 　電話　５２－２８６４

 令和８年４月～

 全部支給 48，050 円

 一部支給 48，040 円～11，340 円

 令和 8 年４月～

 １級 58，450 円

 ２級 38，930 円

 健康子育て課子育て支援係 　電話　５２－２８６４
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○子育て支援医療(○子 医療制度) 

　０歳児から１８歳までの保険診療分に対する医療費が無料となる制度です。 

【問い合わせ先】 

 

○ひとり親家庭等医療(○親 医療制度) 

　１８歳以下の児童がいるひとり親家庭の方や、父母のいない児童に対して医療費

の自己負担分を軽減する制度です。次の条件を満たす人が該当します。 

　・同世帯に配偶者・パートナーがいない（離別、死別等）こと 

　・18 歳以下の児童を扶養していること 

　・就労等による収入があり、所得税が課税されていないこと 

　・他者から受給者本人が扶養されていないこと 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町民課医療給付係 　電話　５２－１３２７

 町民課医療給付係 　電話　５２－１３２７
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あなたの身近な相談員の皆さん 

○民生委員児童委員：住民の立場に立った相談、支援を行っています。また、関係機

関との連携をとりながら、さまざまな福祉サービスを利用 

　　　　　　していただけるよう、情報提供等を行っています。 

各地区の民生委員児童委員の一覧 

 

 
 

 高　畠 担当自治区 氏名

 大町一 金子　京子

 大町二/横町 石川　由美

 大町三 齋藤　利幸

 桜木町/幸町一/幸町二 小室　好弘

 幸町三 澁江　弘之

 北目 髙橋　和史

 荒町一/荒町二 安藤　寛美

 元町三/元町 寒河江　清

 旭町 菅野　美和子

 御入水 若林　智次

 青葉町/緑町 木村　達彦

 安久津一/安久津二 栗原　喜芳

 鳥居町 大河原　清雄

 駄子町/蛭沢/入蛭沢 森谷　博子

 弥生町（1-12、99 組） 小野　諭

 弥生町（13-33、99 組） 髙橋　美智子

 小郡山/高安 遠藤　朱美

 泉岡 中川　敏男

 塩森/飯森 中川　京子

 金原湯在家/熊の前/新田 戸田　進

 二井宿 担当自治区 氏名

 上駄子町/弁天前 梅津　嘉代

 上宿 神保　一雄

 下宿/田沢 佐藤　正良

 筋 島津　美和子

 中 齋藤　好太郎

 入 髙梨　美子
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 屋　代 担当自治区 氏名

 時沢/野手倉 嶋津　一

 日向/大笹生/細越/山越 二階堂　啓

 根岸 今田　正紀

 竹上/竹中/竹下/竹向 酒井　啓子

 深上/西館/中組/砂押 齋藤　俊秀

 大新/中才 加藤　富士子

 東本町/西本町/川沼 加藤　孝義

 館の内/粡町/山崎/柏木目 竹田　敏江

 三条目 御田　伸一

 相森 後藤　功一

 亀　岡 担当自治区 氏名

 亀岡一/二/三/文殊ヶ丘 髙橋　英子

 亀岡四/入生田北 渡部　久一

 入生田南 平　伊勢次

 入生田西 甕岡　弘明

 露藤上/露藤中/露藤下 宇佐美　仁

 中島南/中島北 鈴木　勇三

 船橋 黒田　靖子

 和　田 担当自治区 氏名

 上和田第一/二/三 猪野　淑子

 両組 四柳　美和子

 川北上/川北下 半谷　一夫

 海上小倉/立石 小平　ゑい

 中和田東部/中和田西部 二瓶　美子

 元和田北/元和田西 髙橋　清一

 下和田１２/下和田南（1・2 組） 皆川　雅治

 下和田北/下和田南（３・４組） 濱田　和弘

 馬頭東/馬頭西 我妻　妙子

 佐沢上/佐沢下/南佐沢 渡部　八重子
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【問い合わせ先】　 

 

○主任児童委員：子どもたちや子育て家庭が、地域においていきいきと生活できる

ように、子どもや子育てに関する相談、支援を行っています。また、

学校をはじめとする関係機関と協力し、子どもたちの健全育成の

ため、活動しています。 

主任児童委員の一覧 

 

【問い合わせ先】　 

 

 

 

 

 

 糠野目 担当自治区 氏名

 三軒屋/上町 星　和徳

 仲町/宮町/家中 細谷　清美

 下町※(1~8、14,15、23 組) 山口　伸治

 下町※(9~13、16~22、24,25、９９組) 平野　孝雄

 上平柳/共栄 中野　和栄

 小其塚/蛇口 小関　泰一

 沢口※(1~10、25,26,99 組) 島津　み子

 沢口※(11~24 組) 遠藤　ひとみ

 駅前 福地　昭男

 元山崎/駅東 伊藤　良則

 本町 久保寺　三千代

 西町 佐藤　光昭

 津久茂/夏刈 長谷川　キクヨ

 中瀬/石岡 沼澤　力

 上山崎/若葉平/前山駅東団地 安部　実

 福祉課地域福祉係 　電話　５２－３５６４

 主　任 

児　童 

委　員

高畠/二井宿地区担当 菅野　千鶴子

 屋代/糠野目地区担当 青木　恵美子

 亀岡/和田地区担当 平間　潤子

 福祉課地域福祉係 　電話　５２－３５６４
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○老人福祉相談員：高齢者世帯や一人暮らし高齢者の方々を訪問します。悩み事

や日常生活に関することなど、お気軽にご相談ください。 

老人福祉相談員の一覧 

 

【問い合わせ先】 

 

○障害者相談員：身体障がい者及び知的障がい者の更生援護に関し、本人又は保

護者などからの相談に応じ必要な指導、助言を行います。 

障害者相談員の一覧 

 

 

【問い合わせ先】　 

 

 老人福祉 

相談員 

担当地区 氏名

 高畠 山口　昌平

 二井宿/高畠の一部 中川　広幸

 屋代 髙橋　忠昭

 亀岡/和田の一部 後藤　昌平

 和田 鈴木　栄子

 糠野目 後藤　敏郎

 福祉課地域包括ケア係 　電話　５２－４４95

 身体障害

者相談員 

氏名 電話番号

 嶋倉　秀代 52-3527

 斎藤　洋子 57-4328

 小沼　節子 57-3374

 黒田　京子 57-2876

 知的障害

者相談員

氏名 電話番号

 近野　浩一 090-3369-

7293

 福祉課障がい者福祉係 　電話　５２－４４７３
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